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このマニュアルの対象ユーザー

このマニュアルは、Prinergy ® 2.1.0.y システムを Prinergy 2.2.1.y にアッ
プグレードするユーザーを対象としています。Prinergy サーバーを
2.2.1.y にアップデートする方法、および Workshop クライアント マシ
ンを 2.2.1.y にアップデートする方法について説明します。

このマニュアルを使用するには次の知識が必要です。

• 実際のプリプレスの操作についての知識

• Windows® オペレーティング システムの使用に必要な知識

• Macintosh® オペレーティング システムの使用に必要な知識

このマニュアルは、Creo システムのハードウェア、ソフトウェア、
およびネットワーク コンポーネントがすべてインストールおよび
設定されており、それらが正しく動作していることを想定して記
述されています。

このマニュアルの表記規則

ここでは、このマニュアルで使用されるフォント、用語、および
記号について説明します。

フォント

太字は、ダイアログ ボックスのボタンおよびその他の項目、ファイ
ル名、フォルダ、メニュー名およびメニュー コマンドを表します。

斜体は、マニュアルの他の章、書籍名、または他のマニュアル名
を表します。

Frutiger は、図および表のキャプションを表します。

ゴシック形文字 は、コンピュータの画面に表示されるメッセージお
よび実際の入力が必要な情報を表します。

英小文字は、キーボードのキー名、またはキーの組み合わせを表
します。



    

PDF ドキュメント ix

記号

PDF ドキュメント

このマニュアルは、Prinergy 2.2 インストール CD の PDF (Portable
Document Format) 形式によっても提供されています。

PDF ドキュメントは、Adobe Acrobat Reader を使用してオンライン
表示したり、印刷することが可能です。マニュアルを印刷する場
合、著作権情報や免責事項を含むマニュアル全体を印刷してくだ
さい。

詳細情報

ドキュメント、トレーニング コース、ダウンロード、サービスや
サポートの連絡先については、Creo の Web サイト www.creo.com を
参照してください。

重要 :  この記号は、プロセスの遅延、または機能、信頼性、品質の低下を引
き起こす可能性がある項目を示します。

注意 :  この記号は、検討の必要な可能性がある追加情報を示します。

ヒント :  この記号は、タスクをより速く、または容易に行うために役立つ情
報を示します。

http://www.creo.com
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アップグレード チェックリスト

次のチェックリストは、Prinergy システムのアップグレードで実行
する主な手順をまとめたものです (Prinergy バージョン番号の説明
については、6 ページの「Prinergy のバージョンについて」 を参照
してください )。

注意 :  このチェックリストを作業手順として使用しないでください。このマ
ニュアルからチェックリストを切り離し、手順の各項目を完了したときに
チェックする用紙として使用することをお勧めします。 

手順 参照 √

第 2 章、Prinergy 2.2 へのサーバーのアップグレード

1. アップグレードに必要な条件を満
たしており、必要なリソースが揃っ
ていることを確認します。

7 ページの「作業を始
める前に」

2. 各サーバーおよびレンダー ステー
ションで実行されているオペレー
ティング システムを確認します。 

9 ページの「オペレー
ティング システムの
確認」

3. 現在の Prinergy バージョンを確認
します。

10 ページの「現在の 
Prinergy バージョンの
確認」

4. InSite がインストールされていて、
Prinergy 2.2 で InSite の使用を続行
する場合は、InSite のバージョンが
(すべてのサーバーおよびレンダー
ステーションで ) 3.5.4 以降である
ことを確認します。前のバージョン
をすべてアンインストールするか、
アップグレードしてください。

10 ページの「現在の 
InSite バージョンの確
認」

5. Oracle データベースのバックアッ
プを実行します。

10 ページの「Oracle 
データベースの最終
バックアップの確認」

6. eCentral を使用するか、Response 
Center に電話をかけ、システムを
アップグレードすることを Creo に
連絡してください。

12 ページの「Creo へ
のアップグレードの
開始準備ができてい
ることの連絡」

7. Pre-Installation Requirement Check ア
プリケーション (PreCheck.exe) を実
行します。

15ページの「Pre-
Installation Requirement 
Check アプリケーショ
ンの実行」
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8. システムをメンテナンス モードに
します。

15 ページの「Prinergy 
システムのメンテナ
ンス モードへの切り
替え」

9. PUpdate.exe を実行してサーバーを
アップグレードします。

16ページの「サーバー
のアップグレード」

10. Prinergy 2.2 アップグレードの新機
能を購入した場合は、新規ライセン
ス キーを入力します。

27 ページの「Prinergy 
ライセンス キーの
アップデート」

11. PANTONE® ライブラリを再ロード
します。

12. 各サーバーに通常実行している
JTP が存在することを確認します。

28 ページの「JTP の
確認」

13. 既存の JTP に対して新機能を有効
化します。

28 ページの「既存の 
JTP に対する新機能の
有効化」

14. システムのメンテナンス モードを
解除します。

30 ページの「メンテ
ナンス モードの解除」

第3章の「Workshop のアップグレード」

15. 各クライアントで Workshop を 
Prinergy 2.2.1.y にアップグレードし
ます。

32 ページの「Prinergy 
2.2.1.y への Workshop 
のアップグレード」

第4章の「アップグレードの完了」

16. eCentral を使用するか、Response 
Center に電話をかけ、システムを正
常にアップグレードしたことを
Creo に連絡してください。実行中
の Prinergy バージョンを示してく
ださい。

36 ページの「Creo へ
のアップグレード完
了の連絡」

手順 参照 √
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概要

このガイドを使用して、Prinergy システムを 2.2.1.y にアップグレー
ドします。 第 1章の「アップグレード チェックリスト」 のチェック
リストには、アップグレードで実行する主な手順がまとめられて
います。

平均的なシステムのアップグレードは、完了までに数時間かかる
ことがあります。アップグレードの実行には十分な時間をとり、こ
の間に Prinergy システムでジョブを処理できないことをご理解く
ださい。

Creo Response Center にアップグレードの前後またはアップグレー
ド中に連絡する必要がある場合は、以下の電話番号を使用してく
ださい。

• 北米 : 1-800-472-2727

• ヨーロッパ : +32-2-352-3090

Prinergy のバージョンについて

Prinergy ソフトウェア アップグレードは、以下を表す 4 桁の a.b.x.y
という形式に従います。

• a はメジャー リリースです

• b はマイナー リリースです

• x はメジャー アップグレードです

• y はマイナー アップデートです

たとえば、2.2.1.0 はメジャー アップグレード、およびマイナー リ
リース (メジャー アップグレードでは、y は常に 0 です ) であり、
2.2.1.1 はマイナー アップデートです (y の数値は新しいマイナー
アップデートがリリースされるたびに増加します )。

このガイドを使用して、Prinergy 2.2.1.0 メジャー アップグレードおよ
び利用可能な 2.2.1.y マイナー アップデートをインストールします。
システム アップグレードが完了すると、Prinergy バージョンは 2.2.1.y
になります (システム アップグレードの際にインストールされたマ
イナー アップデートに応じて y は 0 以降の数字になります )。

注意 :  Prinergy 2.2 をインストールすると、Prinergy 2.0.6 およびそれ以前の
バージョンのアンインストール情報はすべて削除されます。
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作業を始める前に

システム要件

アップグレードを開始する前に、以下のシステム要件を満たして
いることを確認してください。ご使用のシステムが、以下のシス
テム要件をすべて満たしていない場合は、アップグレードしない
でください。

• Prinergy 2.2 インストール キーがある。

• 新機能、またはまだライセンスの付与されていない機能 (Prinergy
2.2 に付属 ) の操作を管理するためのアップデートされたライセ
ンス キーがある。 

注 :  Prinergy 2.2 でライセンスを必要とする機能を Prinergy の以前のバー
ジョンで使用していた場合は、これらの機能を購入してライセンスを取得
するまで無効になります。

注 :  スクリーニングのライセンス (例、Staccato) は厳密に、Prinergy 2.2
の JTP により強制されます。この機能を購入しないで Prinergy の以前の
バージョンを使用しており、Prinergy 2.2 で使用し続ける場合、購入する
必要があります。購入後に新しいライセンス キーを受け取ります。

• Prinergy と相互作用する可能性のある製品のベータテストを行っ
ていない。 

• 特殊なパスや実行ファイルなどを使用した、カスタム設定また
は非標準的な設定を行っていない。

• すべてのサーバーおよびレンダー ステーションが、Service Pack 3
またはそれ以降のバージョンを装備した Windows 2000 で起動し
ている。詳細については、9ページの「オペレーティング システ
ムの確認」を参照してください。

• Workshop クライアント マシンが Service Pack 3 またはそれ以降
のバージョンを装備した Windows 2000 で起動しているか、Mac
OS 9.2、または Mac 10.1.3 以降のバージョンで起動している。
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• Mac クライアントの場合、以下の Java (MRJ とも呼ばれます )
バージョンがインストールされている。

• Mac OS 9.2 の場合、MRJ 2.2.5 が必要です。 

注 :   Prinergy 2.2 クライアント インストーラでは、Mac OS 9 システ
ムに MRJ 2.2.5 が自動的にインストールされます。

• Mac OS 10.1.3-10.1.5 の場合、MRJ 3.2 が必要です (Java 1.3.1
Update 1 とも呼ばれます )。最新の MRJ バージョンをインス
トールしていることを確認するには、Apple メニューから
[System Preferences] > [Software Update] を選択し、選択可能
な Java のアップデートをインストールします。

• Mac OS 10.2 の場合、MRJ 3.3 が含まれています。アップデー
トは必要ありません。

• Mac OS 9.2 クライアントの場合、CarbonLib 1.6 またはそれ以降
がインストールされます (CAU により自動的にアップデートさ
れます )。

• システムが Prinergy バージョン 2.1.0.0 以降であること。10 ペー
ジの「現在の Prinergy バージョンの確認」を参照してください。

• InSite を使用している場合、InSite バージョンが 3.5.4 以降であ
り、InSite 2.0 の評価版はインストールされていないこと。10 ペー
ジの「現在の InSite バージョンの確認」を参照してください。

• CS Xpose を使用する場合、CS Xpose のバージョンが 1.01 以降で
あること。Prinergy には CS Xpose 1.01 および CS Xpose 2.0 を使用
できることが確認されています。

• Print Console を使用する場合、Creo で認定されたように Print
Console バージョンが 2.0.1.24 以降であること。

Print Console バージョンを確認するには、[System (システム )] メ
ニューから [Print Console について ] を選択します。バージョンが
2.0.1.24 以降でない場合は、Creo サポート センターまでお問い合
わせください。担当者が Print Console のアップグレードを実行し
ます。

• Oracle データベース バックアップが過去 24 時間以内に正常に
完了したことを確認します。10 ページの「Oracle データベース
の最終バックアップの確認」を参照してください。
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• Prinergy サーバー マシンおよび Workshop クライアント マシン
で Adobe Acrobat 5.0.5 を実行している。

• Aladin Systems StuffIt ExpanderTM が各 Mac クライアント マシン
にインストールされていること。StuffIt Expander はウェブサイ
ト、www.stuffit.com にて無料でご利用になれます。

システム要件、Prinergy 2.2 アップグレード中の処理、アップグレー
ドによるインストール内容についての詳細は、Prinergy 2.2 アップ
グレード CD で Prinergy-2.2.1.0-Readme.txt ファイルを参照してくだ
さい。

用意するもの

• Prinergy 2.2 アップグレード CD、またはアップグレード ファイ
ルをダウンロードするための eCentral (http://ecentral.creo.com) へ
のアクセス

• 第1章の「アップグレード チェックリスト」— このチェックリ
ストを使用して、Prinergy システムのアップグレードを行います。

オペレーティング システムの確認

• Prinergy システムを 2.2 にアップグレードするには、すべての
Prinergy サーバーおよびレンダー ステーションで最低限
Service Pack 3 を装備した Windows 2000 が実行されている必要
があります。

サーバーのオペレーティング システムを確認するには

1. デスクトップで、[マイ コンピュータ ] を右クリックし、[プロパ

ティ ] を選択します。

[システムのプロパティ] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [全般 ] タブで、[システム ] の下にオペレーティング システムお
よび Service Pack のレベルが一覧表示されています。

以下の条件のいずれか 1 つでも当てはまる場合、Prinergy アッ
プグレードを実行しないでください。

• オペレーティング システムが Windows 2000 ではない。

• Service Pack が SP3 より下のバージョンである。

• Service Pack のレベルが表示されていない。

www.stuffit.com
http://ecentral.creo.com


10  第 2 章 — Prinergy 2.2 へのサーバーのアップグレード

     

アップグレードを実行できる状態のお客様は、Creo サポート セ
ンターにご連絡ください。

オペレーティング システムが Service Pack 3 以降を装備した
Windows 2000 である場合は、次の「現在の Prinergy バージョン
の確認」に進みます。

現在の Prinergy バージョンの確認

お使いの Prinergy システムを 2.2 にアップグレードするには、シス
テムが 2.1.0.0 以降である必要があります。 

現在の Prinergy バージョンを確認するには

1. 管理者 (通常 Administrator または ARAXI) としてプライマリ サー
バーにログオンします。

2. Prinergy Administrator の左ウィンドウ枠で、アップデート レベ
ルを確認します。

現在の InSite バージョンの確認

現在、InSite を使用して、Prinergy 2.2 で InSite を引き続き使用する
場合、InSite のバージョンは 3.5.4 以降でなければなりません。

InSite のバージョンを確認するには、『InSite Administration』 ホーム
ページをチェックしてください。

Oracle データベースの最終バックアップの確認

Prinergy 2.2 のアップグレードに失敗して、Prinergy の旧バージョンに
戻る必要がある場合のために、PPU ではサーバーを 2.2.1.y にアップグ
レードする前に、プライマリ サーバーの Oracle データベースを含むシ
ステムのスナップショットを行います。スナップショットではデー
タベースの複製が作成されるので、必要であればオリジナルの状
態に復元できます。

データベースのスナップショットは、24 時間以内に正常に完了し
たデータベースのバックアップに基づいています。
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[Prinergy Online Backup] オプション、または [Basic Backup] オプショ
ンがあるかどうかに応じて、最終バックアップが完了したときに
確認する方法が 2 つあります。

• [Prinergy Online Backup] がある場合、Prinergy Administrator を通
して最終の完了済みバックアップを確認します。

• [Basic Backup] のみがある場合、Oracle Backup Manager を通して
最終の完了済みバックアップを確認します。

[Prinergy Online Backup] および [Basic Backup] の詳細については、
『Prinergy システム管理ガイド』を参照してください。

最後の [Online Backup] が完了した時刻を確認するには

[Prinergy Administrator] ウィンドウの左下コーナーにあるボックス
をチェックします。

ボックスにバックアップ ステータスが表示されます。

注 :  お使いのシステムは、特定の時間をおいて (一般に 8 時間後 ) バック
アップが正常に実行されたかを、自動的に確認するように設定されていま
す。システムで確認チェックが完了した後のみに、正しいバックアップ
ステータスが表示されます。確認チェックが完了する前にバックアップ
ステータスをチェックする場合、表示される情報は以前のバックアップの
ステータスのものです。

成功したバックアップが過去 24 時間以内に完了している場合は、
13 ページの「アップグレード ツールおよび Prinergy アップグレー
ドのコピー」に進みます。

成功したバックアップが過去 24 時間以内に完了していない場合、
続行する前にデータベースをバックアップする必要があります。
データベースをバックアップするための指示は、『Prinergy システ
ム管理ガイド』を参照してください。

最後の [Basic Backup] が完了した時刻を確認するには

1. プライマリ サーバーで、Windows の [Start] メニューから [Run]
を選択します。

[Run] ダイアログ ボックスが表示されます。

2. [Open] ボックスに「cmd」と入力して [OK] をクリックします。

コマンド プロンプト ウィンドウが表示されます。
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3. プロンプトに「ORACLEBACKUPMANAGER」と入力して ENTER キー
を押します。

Araxi_OracleMgr> プロンプトが表示されます。

4. 「 SHOW BACKUPTIMES 」と入力して ENTER キーを押します。

最終の完全および追加分バックアップの開始、終了時間が表示
されます。

[LAST_FULL_BACKUP_FINISH_TIME] が過去 24 時間以内であるか
どうかを確認します。

5. Araxi_OracleMgr> プロンプトに、「exit」と入力して、ENTER

キーを押します。

6. D:> プロンプトに「exit」と入力してから、ENTER キーを押し、
コマンド プロンプト ウィンドウを閉じます。

成功したバックアップが過去 24 時間以内に完了している場合は、
アップグレード ツールおよび Prinergy アップグレードのコピーに
進みます。

成功したバックアップが過去 24 時間以内に完了していない場合、
続行する前にデータベースをバックアップする必要があります。
データベースをバックアップするための指示は、『Prinergy システ
ム管理ガイド』を参照してください。

Creo へのアップグレードの開始準備ができていることの連絡

アップグレードを開始する前に、システムをアップグレードするこ
とを Creo に連絡してください。eCentral ユーザーであるかないかに
よって、以下の 2 とおりの方法でこの連絡を行うことができます。

eCentral ユーザーに登録している場合

1. eCentral (http://ecentral.creo.com) にログインします。

2. ページの先頭で、[サポート要求 ] をクリックします。

3. [Request Support(サポート要求 )] ページで、[ Submit New 
Request (要求の送信 )] をクリックします。

http://ecentral.creo.com
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4. 次のボックスに書き込んで要求を完了します。

•    Product(製品 ) ― Prinergy システムを選択します

•   Problem Description(問題の説明 ) ― Prinergy 2.2 eCentral
Upgradeと入力します。

•   Details(詳細 ) ― アップグレードを実行する日付を入力します

•   Severity(緊急度 ) ― Lowを選択します。

5. [ Submit Request(要求の送信 )] をクリックします

6. Service Request ID を書き留めます。

eCentral ユーザーに登録していない場合

1. Creo サポート センターに電話をかけます。

2. サポート センターの担当者に、Prinergy 2.2 へのアップグレー
ドを予定していることをお伝えいただき、お尋ねする情報をご
提供いただいて、アップグレードを実行する準備ができている
ことを確認してください。

アップグレード ツールおよび Prinergy アップグレードのコピー

2.2.1.0 メジャー アップグレードおよび利用可能な 2.2.1.y マイナー
アップデートで Prinergy システムをアップグレードするには、
PPU.exe v2.2.1.0 以降および PUpdate.exe v2.2.1.0 以降が必要です。
バージョン番号を確認するには、ファイルを右クリックして、
[Properties (プロパティ )] > [Version (バージョン )] タブを選択します。

Prinergy 2.2 Update CD から、または eCentral (http://ecentral.creo.com)
の登録ユーザーである場合は eCentral から PPU.exe、PUpdate.exe お
よび任意の Prinergy アップグレードを、各サーバーおよびレンダー
ステーションに作成した [アップデート] フォルダにコピーしてくだ
さい。

ヒント :  将来の Prinergy アップグレード /アップデートも含め、eCentral に新
規または修正済みの Prinergy の資料やダウンロードがないか、定期的に
チェックしてください。eCentral の登録ユーザーではない場合は、http://
ecentral.creo.com/ でオンライン登録できます。

http://ecentral.creo.com
http://ecentral.creo.com
http://ecentral.creo.com
http://ecentral.creo.com
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重要 :  ppu.exe、PUpdate.exe、およびアップデート ファイル (*.ppu) を各サー
バーおよびレンダー ステーションにコピーする必要があります。プライマリ
サーバーだけにコピーするのではなく、各セカンダリ サーバーにも同じよう
にフォルダ内のファイルをコピーしてください。セカンダリ サーバーから共
有フォルダに接続してアップデートしようとすると、セカンダリ サーバーの
アップデート中にプライマリ サーバーが再起動されるか切断されたときに、
アップグレードに失敗します。

PPU、PUpdate、およびアップデート ファイルをサーバーにコピーする
には

1. 十分な空き容量のあるローカル ドライブに、[Updates] という
フォルダを作成します。

CD または eCentral からコピーする内容は、約 400 MB です。
[アップデート ] フォルダはジョブ ドライブ (通常 J: または G:) に
作成することをお勧めします。通常、ジョブ ドライブには十分
な空き容量があります。ジョブ ドライブに十分な空き容量がな
いか、サーバーにジョブ ドライブが存在しない場合、[DataLog]
ドライブ (一般的には E:) を使用できます。[システム ] ドライ
ブにフォルダを作成しないでください。

2. Prinergy 2.2 アップグレード CD のコンテンツを [アップデート ]
フォルダにあるサーバーにコピー (または eCentral からコンテ
ンツをダウンロード ) します。

コンテンツには、以下が含まれます。

• PUpdate.exe v2.2.1.0 以降

• PPU.exe v2.2.1.0 以降

• PreCheck.exe

• Prinergy 2.2.1.0 メジャー アップグレード

• 利用可能な 2.2.1.y マイナー アップデート

• 各アップデートの Readme.txt ファイル

• 『Prinergy 2.2 アップグレード ガイド』 (このマニュアル )

3. お使いのシステムの各サーバーに対して手順 1 および 2 を繰り
返します。

注意 :  上記の手順 2 で CD からコピーされたファイルは、アップグレードが
正常に完了した後、[Updates] フォルダから削除できます。
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Pre-Installation Requirement Check アプリケーションの実行

Prinergy 2.2 Pre-Installation Requirement Check アプリケーションの
目的は、アップグレードの実行前に解消すべき非互換が予測され
る問題があるかどうかをチェックし、ユーザーに警告することで
す。PreCheck.exe はインストール プロセスとは異なり、Prinergy を
終了せずに実行できます。

PreCheck アプリケーションを実行するには、前の手順で 
[Prinergy_Upgrade] フォルダにコピーした PreCheck.exe アプリケー
ションをダブルクリックします。

Prinergy システムのメンテナンス モードへの切り替え

重要 :  すべての作業を停止し、システムをメンテナンス モードに切り替える
前に、有効な Prinergy 2.2 インストール キーがあるかを確認します。

アップグレードをインストールする前に Prinergy システムをメンテ
ナンス モードに切り替える必要があります。このモードにすると、
システムのアップグレード中に定期的なバックアップが実行される
心配がありません。メンテナンス モードをオフにすると、定期的な
バックアップ処理がスケジュールどおりに実行されます。

Prinergy システムをメンテナンス モードに切り替えるには

1. プライマリ サーバーで Prinergy Administrator を起動します。

2. [Tools (ツール )] メニューから [Configure System (システム設定 )]
を選択します。

[Configuration Options (設定オプション )] ダイアログ ボックス
が表示されます。

3. [Maintenance (メンテナンス)] タブの [Maintenance Mode (メンテナ

ンス モード )] リストで、[On (オン )] を選択します。

コンピュータを再起動することを知らせるダイアログ ボック
スが表示されます。

4. [OK] をクリックします。

[Configuration Options (設定オプション )] ダイアログ ボックス
に戻ります。

5. [OK] をクリックします。

プライマリ サーバーが自動的に再起動します。
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6. (推奨 ) すべてのセカンダリ サーバーとレンダー ステーション
を手動で再起動します。

7. Prinergy がすべてのサーバーおよびレンダー ステーションで
停止されていることを確認します。

サーバーのアップグレード

重要 :  Mac クライアントがアップグレード中のサーバーに接続されている場
合、サーバーで実行されている Services for Macintosh (SFM) が停止再起動し、
クライアントの接続が切断されます。

重要 :  Prinergy 2.2 にアップグレードする前に、Oracle データベースのバック
アップが、少なくとも 24 時間以内に正常に完了したことを確認します。

重要 :  PUpdate.exe が、ppu.exe およびすべてのアップデート ファイル
(*.ppu) と同じフォルダにあることを確認します。

ヒント:  プライマリおよびセカンダリ サーバーのアップグレードを同時に実
行するには、まずプライマリ サーバーをアップグレードし、続いてシステム
内の他のサーバー ( セカンダリおよびレンダー ステーション ) のアップグ
レードを開始します。

注意 :  PUpdate.exe を起動した後は、GUI ウィンドウを閉じないでください。

サーバーおよびレンダー ステーションを Prinergy 2.2.1.y にアップ
グレードするには、18 ページの説明に従って PUpdate.exe を実行し
ます。PUpdate.exe は自動的に次のことを行います。

• アップグレードの開始に必要な項目 (たとえば、アップデート
ファイルの場所、スナップショットの出力先、およびプライマ
リ サーバーのインストール キーなど ) の指定を求めます。

• InSite に接続している場合は、InSite サービスを停止します 
(InSite サービスは、アップグレードの終わりに自動的に再起動
されます )。

InSite がインストールされているサーバーは、アップグレード
プロセスで InSite バージョンを確認できるように、アップグ
レード中に常にオンにしておく必要があります。

注 :  InSite サービスが停止されると、現在 InSite にログインしている人は
切断されます。アップグレードする前に InSite を使用している人がいない
ことを確認してください。
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• InSite がインストールされているかどうか確認し、インストール
されている場合、バージョンが Prinergy 2.2 と互換性があるかど
うかを確認します。InSite バージョンは 3.5.6 以降でなければな
りません。

• システムのスナップショットを実行します。スナップショット
はシステムの複製を作成し、必要であれば元の状態に復元でき
ます。スナップショットはメジャー アップグレードを適用する
前に作成するもので、アップグレードに失敗し、Prinergy の以
前のバージョンに戻す必要がある場合に使用します。

• 2.2.1.0 メジャー アップグレードおよび 2.2.1.y マイナー アップ
デートがインストールされます。

スナップショットで得られるコンポーネントは以下のとおりです。

• プライマリ サーバー上の Oracle データベース

Oracle データベースのスナップショットでは、24 時間以内に行
われ、正常に完了したデータベースのバックアップを使用しま
す。24 時間以内に、正常に完了したデータベースのバックアッ
プが行われていない場合スナップショットは続行されないた
め、再度実行する前にご自身でデータベースのバックアップを
とる必要があります。詳細については、10 ページの「Oracle デー
タベースの最終バックアップの確認」を参照してください。

• 以前の Prinergy バージョンに戻す場合、Creo サポート センター
でスナップショットを使用する必要があり、その際にはレジス
トリ キーが必要です。

• 既知の除外リスト以外で、Prinergy フォルダにあるファイル
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サーバーをアップデートするには

1. PUpdate.exe を実行します。Prinergy Update Utility が表示されま
す (図 1)。

注意 :  PUpdate.exe を起動した後は、GUI ウィンドウを閉じないでくだ
さい。

2. ドロップダウン メニューから希望の言語を選択します。

図 1: Prinergy Update Utility Wizard

3. ファイル パスを入力するか、ディレクトリ (図 2) をブラウズし
て、アップデートを保存する場所を指定し、[次へ ] をクリック
してください。アップデート ファイルの一覧が表示されます 
(図 3)。 

注意 :  13 ページの第2章の「アップグレード ツールおよび Prinergy アッ
プグレードのコピー」では、ローカル ディレクトリにアップデート ファ
イルをコピーするよう推奨しています。ローカル ディレクトリにファイ
ルをコピーすることにより、ここでの手順に関する警告メッセージが表
示されなくなります。
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図 2: アップデートを保存する場所を指定します。
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図 3: アップデート ファイル一覧
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4. スナップショット用のターゲット ドライブを指定して、[Next]
をクリックします (図 4)。

重要 :  ディスク空き容量が多いドライブを指定します (通常はジョブ ド
ライブの 1 つです )。ウィザードにより、ネットワーク、CD、共有ドラ
イブ、またはディスク容量が十分でないドライブは選択できません 
([Next] ボタンが無効になります )。

図 4: スナップショット用のターゲット ドライブを指定します。
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5. インストール キーを入力 (プライマリ サーバーのみ ) し、[Next]
をクリックします (図 5)。Prinergy 2.2 インストール キーをまだ受
け取っていない場合は、Creo サポート センターに連絡してくだ
さい。

図 5: インストール キーを入力します。
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重要 :  [Start] ボタン (図 6 を参照 ) をクリックすると、サーバー上のすべて
の Prinergy サービスと InSite サービス、およびサーバーに接続されたすべて
のリモート InSite サービスが停止します。

図 6: 最終確認の画面

注意 :  [Start] ボタンをクリックすると、アップグレード前およびアップグ
レード中に多数の内部チェックが実行され、すべてのシステム要件を満たし
ていない (たとえば、不正なインストール キーが入力されている、または
Oracle データベースがバックアップされていないなど ) 場合は、アップグレー
ドが停止します。
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6. [Start] ボタンを押して、アップグレードを開始します。進行状
況を示す画面が表示されます (図 7)。 

図 7: 進行状況画面

重要 :  アップグレード中にエラー メッセージが表示された場合は、サポート
センターにお問合せください。
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一般的な進行状況画面は、図 8 のとおりです。

図 8: 一般的な進行状況画面
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アップグレードが終了すると、正常に完了したことを示す画面が
表示されます (図 9)。

図 9: 完了時の画面

7. [Exit] キーを押します。[Exit] キーを押すと、サーバーの再起動
を要求するメッセージが表示される場合があります (図 10)。再
起動を要求するメッセージが表示された場合は、その他のマシ
ンがサーバーに接続されていないことを確認してから、サー
バーを手動で再起動します。

図 10: メッセージが表示された場合は再起動してください。

8. すべてのサーバーで (手順 1 から 7 の ) プロセスを繰り返しま
す。すべてのサーバーを Prinergy 2.2 にアップグレードしてか
ら、次のセクションに進みます。
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PANTONE ライブラリの再ロード

Prinergy 2.2 にシステムをアップグレードした後で、PANTONE ライ
ブラリを再ロードしてください。これにより、前の Prinergy バー
ジョンのライブラリではなく、Prinergy 2.2 で使用可能なライブラ
リのバージョンを使用することが保証されます。

PANTONE ライブラリの再ロードに関する詳細は、Prinergy 
Administrator オンライン ヘルプの「How to Load a PANTONE Library
(PANTONE ライブラリのロード方法 )」を参照してください。

Prinergy ライセンス キーのアップデート

Prinergy 2.2 アップグレードの新機能オプションを購入した場合
は、新規ライセンス キーを受け取ります。このライセンス キーを
Prinergy Administrator に入力する必要があります。

注意 :  すべてのサーバーをアップグレードするまで、他のアップグレード プ
ロセス手順に進まないでください (前のセクションの手順 8 を参照 )。

注意 :  Prinergy ライセンス キーをアップデートする前に、すべての関連サー
バーで Prinergy 2.2 アップグレードが完了したことを確認してください。

Prinergy 2.2 の新機能オプションを購入していない場合は、既存の
ライセンス キーがまだ有効です。このセクションをスキップして
Prinergy を再起動し、「JTP の確認」へ進みます。

ライセンス キーをアップデートするには

1. Prinergy が停止したことを確認します。
手順については、Prinergy Administrator オンライン ヘルプを参照
してください。

2. Prinergy Administrator のプライマリ サーバーで、[License (ライセン

ス )] メニューから、[Manage License Key (ライセンス キーの設定 )]
を選択します。

[Prinergy License Information (Prinergy ライセンス情報 )] ダイアロ
グ ボックスが表示されます。

3. [Enter License Key (ライセンス キーの入力 )] ボタンをクリックし
ます。

[Enter Prinergy License Key (Prinergy ライセンス キーの入力 )] ダ
イアログ ボックスが表示されます。
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4. [New License Key (新規ライセンス キー )] ボックスに、Prinergy 2.2
の新しいライセンス キーを入力します。

5. [Apply (適用 )] をクリックします。

[Prinergy ライセンス情報] ダイアログ ボックスが再度表示され
ます。

6. [OK] をクリックします。

7. Prinergy を再起動します。手順については、Prinergy Administrator
オンライン ヘルプを参照してください。

JTP の確認

Prinergy が再起動した後、各サーバーで通常実行しているすべての
JTP (Job Ticket Processors) が存在することを確認します。

JTP が実行していることを確認するには

Prinergy Administrator の [JTPs] タブで、サーバーで通常実行して
いるすべての JTP が表示され、それぞれが [Ready] ステータスで
あることを確認します。

既存の JTP に対する新機能の有効化

Prinergy 2.2 アップグレードで新機能を購入した場合、新機能を有効
化するために、既存の JTP をアップグレードする必要があります。

Prinergy 2.2 アップグレードの新機能を購入していない場合は、こ
のセクションをスキップして、「メンテナンス モードの解除」に進
んでください。

注意 :  この手順では、27 ページの「Prinergy ライセンス キーのアップデー
ト」に従ってライセンス キーをすでにアップデートしたと想定します。

既存の JTP で新機能を有効化するには

1. Prinergy Administrator の [JTPs] タブで、修正する JTP を右クリッ
クしてから、[Properties (プロパティ )] を選択します。

[JTP Properties (JTP プロパティ)] ダイアログ ボックスが表示さ
れます。

[Features (機能 )] では、JTP に対してすでに有効化されている機能
が選択されています。利用可能でも有効化されていない機能は、
選択されていません。利用できない機能は無効になっています。
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2. 有効化する新機能を選択して、[OK] をクリックします。

3. 修正する JTP のそれぞれに対して手順 1 および 2 を繰り返し
ます。

変更する JTP を判別する方法については、Creo サポート センター
にお問い合わせください。

注意 :  Staccato スクリーニングを含むスクリーニング オプションのライセン
スは、Prinergy 2.1 以降必ず含まれています。スクリーニングのライセンスに
ついての詳細は、『Prinergy システム管理ガイド』を参照してください。

Creo の Trap JTP と Color Match JTP の追加

新しい Creo の JTP は、これまでの Prinergy 用 Trap JTP と Color Mach
JTP に代わるものです。Creo PDF Trapper JTP は、Prinergy においてト
ラップを処理する JTP です。新しい Creo Color Matcher JTP は、最終
出力用のカラー マッチング プルーフのデータを生成する JTP です。

Creo の Trap JTP と Color Match JTP は、リファイン、簡易ページ出
力、面付け出力のプロセス プランでの、トラップと色変換の手順
において使用されます (面付け出力は、Powerpack の場合はレイア
ウト出力になります )。

Creo の JTP の新規インストール ライセンスを入手したら、Prinergy
System Administrator のツールを使用して、ご使用の Prinergy システ
ムに新しい Creo の Trap JTP と Color Match JTP を追加してくださ
い。切り替えツールを使用すると、新しい Creo の JTP で既存のプ
ロセス プランを再利用するように設定することもできます。

新しい Creo の JTP をシステムに追加し、新しい切り替えツールを
使用するには、次の条件が必要です。

• Prinergy 2.2.1.3 以降がシステムにインストールされている。

• Creo JTP を使用するための新しい Prinergy ライセンス番号を入
手している。新しいライセンス キーの入手方法については、
Creo の担当者にお問い合わせください。

• ご使用の Prinergy サーバーに対してシステム管理者権限があ
る。システム管理者に確認してください。

• Prinergy Workshop クライアント上のプロセス プランに対して読
み書きアクセス権がある。システム管理者に確認してください。
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詳細については、『Creo Trap and Color Match JTPs Installation Guide』、
『Creo Color Matcher JTP Release Notes』、および『Creo PDF Trapper

Release Notes』を参照してください。これらはすべて eCentral.creo.com
で入手していただけます。

メンテナンス モードの解除

プライマリ サーバーとすべてのセカンダリ サーバー、レンダー ス
テーションのアップグレードが正常に完了したら、システムのメ
ンテナンス モードを解除します。

メンテナンス モードを解除するには

1. プライマリ サーバーで、Prinergy Administrator の [Tools (ツール )]
メニューから [Configure System (システム設定 )] を選択します。

[Configuration Options (設定オプション )] ダイアログ ボックス
が表示されます。

2. [Maintenance (メンテナンス)] タブの [Maintenance Mode (メンテナ

ンス モード )] リストで、[Off (オフ )] を選択します。

3. [OK] をクリックします。

メンテナンス モードが解除されます。スケジュールされたバック
アップ処理が再開されます。

これですべての Prinergy サーバーおよびレンダー ステーションが
Prinergy 2.2.1.y にアップグレードされました。

注意 :  32 ページの第3章の「CAU を介した Workshop クライアントのアップ
グレード」の手順を実行して、各サーバーおよびレンダー ステーションで、
Workshop のアップグレードを行ってください。

http://ecentral.creo.com
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Prinergy 2.2.1.y への Workshop のアップグレード

すべてのサーバーおよびレンダー ステーションが Prinergy 2.2.1.y
にアップグレードされると、Workshop クライアントを Prinergy
2.2.1.y にアップグレードできます。

Workshop クライアントは、プライマリ サーバーで CAU (Client Auto
Update) ユーティリティを介してアップグレードされます。 

CAU を介した Workshop クライアントのアップグレード

Adobe Acrobat 5.0.5 と互換性を持つよう、Workshop および Adobe
Acrobat プラグインをアップデートし、適切なマイナー アップデー
トをインストールすることによって、クライアント アップグレー
ドを完了する必要があります。

サーバーおよびレンダー ステーションに適用されるマイナー アッ
プデートをすべてクライアントに適用する必要はありません。つ
まりクライアントでは、Adobe Acrobat プラグインや Workshop コン
ポーネントのアップデートのみを行います。

CAU ユーティリティにより、適切なマイナー アップデートが検出
され、インストールされます。クライアントは、CAU ユーティリ
ティによって、プライマリ サーバーにアップされる Workshop クラ
イアント ソフトウェアの新しいバージョンを検出し、そのバー
ジョンにアップデートすることができます。

また、CAU ユーティリティによって Prinergy プラグイン ファイル
が自動的にアップデートされます。以前のバージョンのファイル
には .bak という拡張子が付けられ、バックアップ ファイルとして
保存されます。

注意 :  Workshop クライアントはすべての Prinergy サーバーに存在します。こ
のため、各サーバーおよびレンダー ステーションでこの手順を実行してくだ
さい。
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クライアント マシンでアップグレードを完了するには

1. プライマリ サーバーが作動していることを確認します。 
プライマリ サーバーにアクセスするには、Windows の [スタート ]
メニューから、[プログラム ] > [Prinergy] > [Prinergy Administrator]
の順に選択します。Prinergy Administrator ウィンドウが表示され
ます。左パネルの一番上に表示されているサーバーがプライマリ
サーバーです。

2. クライアント上で、Workshop を開始します。

[Workshop のログオン ] ダイアログ ボックスが表示されます。
この時点では、ユーザー名やパスワードを指定する必要はあり
ません。

3. [プライマリ ホスト ] メニューから、16 ページの「サーバーのアッ
プグレード」でアップグレードしたプライマリ サーバーを選択
します。

クライアントで実行されている Workshop のバージョンが、プ
ライマリ サーバーで実行されている Prinergy のバージョンと
自動的に比較されます。これらのバージョンが異なる場合、
アップデートであるか新規のインストールであるかに応じて、
[アップデート ] ボタンまたは [インストールの完了 ] ボタンが利用
できます。

4. [アップデート ] ボタンまたは [インストールの完了 ] ボタンをク
リックします。

CAU ユーティリティで、プライマリ サーバーの 
[ClientAutoUpdate] シェアに接続しようとします。

5. シェアが自動的にマウントされると、プライマリ サーバーに接続
するプロンプトがダイアログ ボックスに表示されます。[名前 ]お
よび[パスワード ]を入力してから、[接続 ] をクリックします。

または、

シェアが自動的にマウントされないと、シェアをマウントする
プロンプトがダイアログ ボックスに表示されます。プライマリ
サーバーの [ClientAutoUpdate] にシェアをマウントしてから、
[アップデート ] ボタンまたは [インストールの完了 ] ボタンを再度
クリックします。

Workshop が自動的にシャットダウンします。
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6. Mac 上で、ダイアログ ボックスが表示され、Adobe Acrobat フォ
ルダの検索プロンプトが表示されます。

[その他 ] ボタンをクリックし、[Applications¥Adobe Acrobat 5.0]
フォルダを選択します。

[Prinergy クライアント自動アップデート] ダイアログ ボックス
が表示され、アップデートの進捗状況が示されます。適切なマ
イナー アップデートが適用され、Prinergy プラグインの Adobe
Acrobat 5.0.5 バージョンが [Prinergy プラグイン ] フォルダにイン
ストールされます。

アップデートに失敗する場合、Prinergy プラグイン ファイルま
たは [Workshop] (Windows) または [Prinergy Workshop] (Mac)
フォルダのファイルがロック (Windows で [読み取り専用 ] に設
定 ) されていないことを確認してください。ロックされたファ
イルのロックを解除します。これでも問題が解決せず、アップ
デートが再度失敗する場合、Creo Response Centerまでお問い合
わせください。

アップデートが完了すると、正常にアップデートしたメッセー
ジが表示されます。

7. [OK] をクリックして Workshop を開始します。

[Workshop のログオン ] ダイアログ ボックスが表示されます。
[インストールの完了 ] ボタンが [更新不要 ] に変更になり、無効に
なります。プライマリ サーバーにインストールされたすべての
適切なマイナー アップデートが、クライアントにインストール
されたからです。

8. Workshop に通常のユーザー名とパスワードでログオンします。
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Creo へのアップグレード完了の連絡

アップグレードを完了したら、Creo に Prinergy 2.2 を実行している
ことを連絡してください。eCentral ユーザーであるかないかによっ
て、以下の 2 とおりの方法でこの連絡を行うことができます。

eCentral ユーザーに登録している場合

1. eCentral (http://ecentral.creo.com) にログインします。

2. [セルフ サポート ] > [ダウンロード ] をクリックします。[ダウン
ロード ] ページの [ガイド付きアップグレード ] で、[Prinergy 2.2] を
クリックします。

3. [Prinergy アップグレード ] ページの先頭で、[サポート要求 ] をク
リックします。

4. [サポート要求 ] ページで、[要求の表示 /アップグレード ] をクリッ
クします。

5. [要求 ID] ボックスに、12 ページの「Creo へのアップグレードの
開始準備ができていることの連絡」で最初に連絡したときに割
り当てられた [サービス要求 ID] を入力します。[要求の一覧 ] をク
リックします。

6. ページの左側の [注記の追加 ] をクリックし、Prinergy システム
が正常にアップグレードされたことを確認します。実行中の
Prinergy バージョンを示してください ( 例、Prinergy 2.2.1.1)。
Prinergy 2.2 アップグレードに関するフィードバックを含めて
ください。

eCentral ユーザーに登録していない場合

1. Creo サポート センターに電話をかけます。

2. サポート センターの担当者に、Prinergy システムのアップグレー
ドが問題なく完了したことを通知してください。ご使用の
Prinergy バージョンを示してください (例 : Prinergy 2.2.1.1)。

http://ecentral.creo.com
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アップグレード時に発生する一般的な問題

この章は、アップグレード中に発生する一般的な問題を取り上げ、
その解決法を示します。

Mac 環境で Virtual Proofing System (VPS)  のインストールに失敗する

問題

Workshop クライアントのアップグレード時に、Virtual Proofing
System (VPS) のインストールに失敗する。

原因

StuffIt Expander が Macintosh クライアントにインストールされてい
ません。

対応策

Prinergy 2.2 をアップグレードするには StaffIt Expander が必要です。
7 ページの「システム要件」を参照してください。http://
www.stuffit.com/expander/download.html から無料でダウンロードで
きます。

StuffIt Expander をインストールし、Workshop クライアントのアッ
プデートをもう一度実行してください。

Workshop と Virtual Proofing System (VPS) のアイコンが正しくない

問題

Workshop と Virtual Proofing System (VPS) ソフトウェアのアイコン
が正しくない。

原因

デスクトップ データベースがアップデートされませんでした。

対応策

マシンを再起動するときに  OPTION+APPLE を押して、Macintosh デ
スクトップを再構築してください。



    

アップグレード時に発生する一般的な問題 39

Staccato スクリーニングが機能しない

問題

アップグレード後に Staccato スクリーニングが機能しない。

原因

Prinergy 2.2 では、スクリーニングのライセンス (Staccato を含む ) を
JTP ごとにチェックします。Prinergy 2.0.7 または Prinergy 2.1 でライ
センスを取得せずに使用され、Prinergy 2.2 でも使用を希望される
お客様には、ライセンスをご購入いただく必要があります。

対応策

Creo の販売代理店にお問い合わせください。

Prinergy を何度も再起動する必要がある

問題

環境パスを修正するために、Prinergy が何度も再起動を要求する。

原因

Prinergy が開始されると、環境パスが正しいことをチェックしま
す。複数回、再起動して修正する必要がある場合があります。

対応策

これは正常です。環境パスを修正するには、最大 3 回の再起動が必
要になります。

スタートアップ時に Snmpapi.dll のエラー メッセージが表示される

問題

Windows 2000 SP3 がインストールされているサーバーをマシンの再
起動後に起動すると、「The procedure entry point SnmpUtilOctetsFree
could not be located in the dynamic link library snmpapi.dll」というエラー
メッセージが表示される。

原因

snmpapi.dll は、[Program Files] の [Dell] フォルダにインストールされて
います (正確なパスは ¥Program files¥Dell¥OpenManage¥IT Assistant¥bin
です )。SP3 が適用されている場合、このバージョンはアップグレー
ドされません。
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対応策

エラー メッセージを消して、通常どおりアップグレードを続行する
ことができます。
アプリケーションで .dll を非表示にして、エラー メッセージが再度表
示されないようにするには、¥Program files¥Dell¥OpenManage¥IT 
Assistant¥bin フォルダにある snmpapi.dll の名前を変更します (例 : 
snmpapi_old.dll など )。

CAU シェアが正しくマウントされない

問題

CAU シェアが正しくマウントされず、Mac クライアントの Workshop
をアップデートできない。

原因

現時点で原因は不明です。

対応策

Acrobat が実行されていないことと、ロックされているプラグイン
がないことを確認してから、サーバーを再起動します。再起動し
ても CAU をマウントできない場合は、セレクタを使用して
ClientAutoUpdate シェアをマウントしてください。

重要なセキュリティのアップデートまたは SP4 を適用した後、Prinergy 
Workshop (PC) をインストールまたはアンインストールできない

問題

MicroSoft の重要なセキュリティのアップデートまたは SP4 をすべ
て適用した後、PC で Prinergy Workshop をインストールまたはアン
インストールできない。Prinergy Workshop インストーラ /アンイン
ストーラが正しく実行されず、エラー メッセージまたは警告が表
示される。

原因

MicroSoft が最近リリースした一部の OS では Java のアップデート
が行われなくなり、MicroSoft のセキュリティ パッチまたは SP4 の
インストール時に Java ランタイムが削除されていることが原因と
考えられます。

対応策

Prinergy Workshop をインストールする前に、www.sun.com から Sun
Java をダウンロードしてインストールしてください。

http://www.sun.com
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概要

Prinergy 2.2 から Prinergy の以前のバージョンに戻す必要がある場
合は、サーバーおよびレンダー ステーションの再インストールの
詳細を Creo サポート センターにお問い合わせください。

次に、Client Auto Update (CAU) を使用して、以前の Workshop バー
ジョンに戻す必要があります。または、Prinergy 2.2 Workshop をア
ンインストールし、前のバージョンの Prinergy Workshop を再イン
ストールすることもできます。

重要 :  基本的にこの章では、Prinergy 2.2 へのアップグレード以前にお使いの
バージョンが 2.1.0.0 以降であると想定します。Prinergy 2.2 へのアップグ
レード前のシステムが 2.1.0.0 以前のバージョンである場合、クライアント
マシンのロールバックを実行せずに、Creo サポート センターにお問い合わせ
ください。

サーバーおよびレンダー ステーションでの Prinergy 2.1 への
ダウングレード

Prinergy 2.2 をサーバーやレンダー ステーションからアンインス
トールし、Prinergy の前のバージョンに戻す場合は、Creo サポート
センターに連絡してください。この作業はご自身で行わず、Creo
にご相談ください。

Creo サポート センターの担当者が、リモートまたは電話によるサ
ポートを行い、サーバーおよびレンダー ステーションを以前の
Prinergy バージョンに戻します。
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クライアントでの Prinergy 2.1 のダウングレード

Creo サポート センターの担当者が、サーバーおよびレンダー ス
テーションの Prinergy を前のバージョンに戻した後で、各
Workshop クライアントに対して以下のいずれかの操作を実行する
必要があります。

1. CAU を使用 : これは、2 つの手順から成るプロセスです。まず 
[Update (更新 )] ボタンから CAU を実行し、[Finish Installation (イ
ンストールの完了 )] ボタンから再度 CAU を実行します。

2. Workshop インストーラを使用して [Finish Installation (インス

トールの完了 )] ボタンから CAU を使用します (詳細は、第 3章の
「Prinergy 2.2.1.y への Workshop のアップグレード」を参照して
ください )。
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Workshop インストーラの起動

インストーラを起動する手順は、クライアントで実行されている
オペレーティング システム (Windows、Mac OS 9.2、または Mac OS
10.1.3 以降 ) によって異なります。

Windows を実行しているクライアントでインストーラを起動するには

1. 管理者権限をもつユーザーとして、クライアント マシンにログ
オンします。

2. プライマリ サーバーの [PrinergyWkspInstall_2.2.1] をブラウズし
ます。

3. [PrinergyWorkshopIntel¥Workshop] フォルダで、
PrinergyWorkshopInstaller.exe をダブルクリックしてインストー
ラを起動します。

Prinergy Workshop Installer ウィンドウが表示されます。

重要 :  インストーラでこの画面が表示されるまで他のクライアントでイ
ンストーラを起動しないでください。起動するとインストールに失敗し
ます。

4. 49 ページの「インストールの完了」 へ移動し、インストールを
完了します。

Mac OS 9.2.x を実行しているクライアントでインストーラを起動するには

1. 管理者権限をもつユーザーとして、クライアント マシンにログ
オンします。

2. シェアをマウントし、プライマリ サーバーの 
[PrinergyWkspInstall_2.2.1] をブラウズします。

3. [PrinergyWorkshopMac¥MacOS ] フォルダで、 
PrinergyWorkshopInstaller をダブルクリックしてインストーラ
を起動します。

インストーラで、現在インストールされている MRJ (Mac Runtime
for Java) アプレットがチェックされます。MRJ のバージョンが
2.2.4 以前の場合、MRJ 2.2.5 インストーラが起動します。
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4. MRJ バージョン 2.2.5 のインストールを続行するプロンプトが
表示されたら、[はい ] をクリックします。

MRJ のインストールが完了すると、システムを再起動するメッ
セージがダイアログ ボックスが表示されます。しかし、これは
Mac OS 8.6 を実行しているクライアント マシンにのみ適用さ
れます。クライアントで Mac OS 9.2 以降が実行されている場
合、システムは再起動されません。代わりに、インストーラを
再起動する必要があります。

図 11: MRJ 警告

5. [OK] をクリックします。

6. MRJ インストール指示に従って、デフォルト選択を受け入れ
ます。

7. [終了 ] をクリックして、MRJ インストールを終了し、デスクトッ
プに戻ります。

8. [PrinergyWorkshopMac¥MacOS] フォルダで、
PrinergyWorkshopInstaller をダブルクリックしてインストーラ
を起動します。

この場合、MRJ をインストールするかを尋ねるプロンプトは表
示されません。

Prinergy Workshop Installer ウィンドウが表示されます。

重要 :  インストーラでこの画面が表示されるまで他のクライアントでイ
ンストーラを起動しないでください。起動するとインストールに失敗し
ます。

9. 49 ページの「インストールの完了」 へ移動し、インストールを
完了します。



48 付録 C — Workshop インストーラの起動

     

Mac OS 10.1.3 を実行しているクライアントでインストーラを起動する
には

1. 管理者権限をもつユーザーとして、クライアント マシンにログ
オンします。

2. シェアをマウントし、プライマリ サーバーの 
[PrinergyWkspInstall_2.1.1] をブラウズします。

3. [PrinergyWorkshopMac¥MacOSX] フォルダで、 
PrinergyWorkshopInstaller をダブルクリックしてインストーラ
を起動します。

Prinergy Workshop Installer ウィンドウが表示されます。

重要 :  インストーラでこの画面が表示されるまで他のクライアントでイ
ンストーラを起動しないでください。起動するとインストールに失敗し
ます。

4. インストールの完了 へ移動し、インストールを完了します。
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インストールの完了

インストーラが起動した後、プロンプトに従ってインストールを
完了します。

インストールを完了するには

1. Prinergy Workshop Installer ウィンドウの [言語 ] メニューから、
希望の言語を選択して、[OK] をクリックします。

図 12: Prinergy Workshop Installer ウィンドウ

開始画面が表示されます。

2. [次へ ] をクリックします。

[インストール フォルダの選択 ] ウィンドウが表示されます。

3. [次へ ] をクリックして、デフォルトの場所を許可します。

注意 :  デフォルト以外の場所に Workshop 2.0 または 2.1 がインストールさ
れていて、そのバージョンのユーザー初期設定を維持するには、Workshop
2.0 または 2.1 の場所をポイントして Workshop 2.2.1.0 の場所を変更し
ます。

注意 :  Mac クライアントでインストーラを実行している場合は、インス
トール先がシステムに設定されているアプリケーション フォルダであ
り、ユーザーが作成したアプリケーション フォルダではないことを確認
してください。

[製品機能の選択 ] ウィンドウが表示されます。
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4. インストールのタイプを、[標準 ]、[最小 ]、または [カスタム ] か
ら選択します。

ほとんどの場合、[標準 ] を選択して Workshop、Sentinel Drivers、
Virtual Proofing System (VPS)、および Prinergy Refiner をインス
トールします。

Workshop および Prinergy Refiner だけをインストールする場合、
[最小限 ] を選択します。

インストールするコンポーネントの組み合わせを指定する場
合、[カスタム ] を選択します。

注意 :  Prinergy 2.0 または 2.1 で Virtual Proofing System を実行し、
([Virtual Proofing System] を選択した状態で ) [最小限 ] または [カスタ
ム ] を選択して再度インストールする場合、Virtual Proofing System メモ
リの設定に行った変更はすべて失われます。Virtual Proofing System の再
インストール後にメモリの割り当てを変更する場合、[Virtual Proofing
System] アイコンをクリックしてから、[ファイル ] メニューから [情報
を見る ...] > [メモリ ] の順に選択します。

5. [次へ ] をクリックします。

a. [カスタム ] を選択すると、[製品コンポーネントの選択 ] ウィ
ンドウが表示されます。インストールする以下のコンポーネ
ントのいずれか、またはすべてを選択します。

• Creo Virtual Proofing System*

• Prinergy Refiner

• Sentinel Drivers

• Workshop

b. [次へ ] をクリックします。

Workshop が現在クライアント マシンにインストールされてい
る場合、[以前の Prinergy Workshop バージョンが削除されまし
た ] ダイアログ ボックスが表示され、Prinergy 2.2 をインストー
ルする前に、既存の Workshop バージョンの名前変更または削
除をするメッセージが表示されます。

注意 :  Workshop の以前のバージョンがインストールされていない場合、
または手順 3 で Workshop 2.0 または 2.1 がインストールされている場
所以外に Workshop 2.2.1.0 をインストールすると指定した場合、このダ
イアログ ボックスは表示されません。ただし、Workshop 2.0 または 2.1
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からユーザー初期設定を維持する場合、[インストール フォルダの選択 ]
画面に戻り、Workshop 2.0 または 2.1 の場所をポイントするよう
Workshop 2.2.1.0 のインストール場所を変更します。

*Creo Virtual Proofing System コンポーネントは、Mac 用 Workshop イ
ンストーラのオプションとして利用できます。PC の場合、この
オプションは、Workshop インストーラと同じ共有上で利用可能
な別のインストーラを経由してインストールできます。詳細につ
いては、53ページの「PC への Creo Virtual Proofing System のインス
トール」を参照してください。

6. Prinergy 2.2 のインストール完了後、約 1 ヶ月正常に作動してい
ることを確認した上で、Workshop の前のバージョンの名前を
変更してから削除することを推奨します。

[名前変更 ] ボタンをクリックすると、[Prinergy Workshop の名前
の変更 ] ウィンドウが表示されます。

a. [名前 ] ボックスに、現在の名前とは異なる Workshop の前の
バージョンを入力します。

b. [次へ ] をクリックします。

Prinergy 2.2 のインストールが完了し、正常に作動すると、
アンインストーラを使用して以前の Workshop バージョン
を削除するための [推奨 ] ダイアログ ボックスが表示され
ます。

c. [OK] をクリックします。

[削除 ] ボタンをクリックすると、以前の Workshop バージョン
を削除している間に [しばらくお待ちください ] ウィンドウが
表示されます。

7. 手順 6 で [削除 ] をクリックするとメッセージが表示され、
Workshop の一部のファイルがロックされているために削除で
きない、というメッセージが表示されます。その場合は [OK]
をクリックします。

削除できないファイルは Workshop - Delete Me フォルダに移動
します。Workshop 2.2.1.0 をインストールしたら、このフォルダ
を削除します。

[プリインストールの要約 ] ウィンドウが表示され、インストー
ルされるコンポーネント、インストールの場所、必要な領域が
表示されます。
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8. [インストール ] をクリックします。

[情報 ] ダイアログ ボックスが表示され、クライアントの環境
によってはインストールに時間を要することを伝えるメッ
セージが表示されます。

9. [OK] をクリックします。

インストールの進捗状況を示すステータス バーが、[Prinergy
Workshop のインストール ] ウィンドウに表示されます。インス
トールには、数分かかる可能性があります。たとえば、3 分ほ
どで済む場合もあれば、20 分かかる場合もあります。しばらく
お待ちください。

インストールが完了すると、ダイアログ ボックスが表示され、
インストールの完了の確認プロンプトが表示されます。

10. [OK] をクリックします。

[インストール完了 ] ウィンドウが表示されます。

11. [完了 ] をクリックします。

12. Workshop の前のバージョンの一部のファイルが削除できない
ことを示すステップ 7 のメッセージを受け取った場合、それら
は Workshop - Delete Me フォルダに移動されます。このフォル
ダを削除してください。

Workshop のアップグレード

Client Auto Updater (CAU) は、既存の Workshop バージョンを削除し
たり、名前を変更したりして、2.2.1.y バージョンをインストール
し、以前のバージョンからの初期設定を含めます。

注意 :  Intel Client Installer CD (Windows クライアント ) および Mac Client
Installer CD (Mac クライアント ) にも CAU があります。しかし多くの場合、プ
ライマリ サーバーから CAU を起動する方が、さらに確実な方法といえます。

使用する CAU は、クライアントが実行しているオペレーティング
システムによって異なります。

• Windows

• Mac OS 9.2

• Mac OS 10.1.3 以降
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各 Workshop のクライアントに 2 度アクセスしないようにするに
は、このセクションで説明した手順を実行してから、同じクライ
アント上で 32 ページの「CAU を介した Workshop クライアントの
アップグレード」で説明された手順を実行します。最初のクライ
アントで両方の手順を完了したら、次のクライアントで手順を繰
り返すなどします。前のクライアントの CAU で [Prinergy Workshop
インストーラ ] ウィンドウが表示されるまで、他のクライアントで
アップグレードを開始しないでください。開始するとアップグ
レードに失敗します。

Workshop のサーバー バージョンは、サーバーまたはレンダー ス
テーションの各 Prinergy インストールに含まれています。しかし、
サーバーに Workshop のクライアント バージョンがインストール
されていることもあります。その場合、サーバーで Workshop の正
しいクライアント バージョンにアップグレードするには、この章
で説明された手順も実行する必要があります。

Workshop のクライアント バージョンがサーバーにインストール
されているかを確認するには、サーバー上で Workshop を起動しま
す。Workshop の古いバージョン (2.2.1.y ではなく 2.1.0.y) が起動す
ると、52 ページの「Workshop のアップグレード」で実行したサー
バーのアップグレードでは、Workshop のサーバー バージョンのみ
がアップグレードされます。つまり、クライアント バージョンも
サーバーにインストールされますが、アップグレードする必要が
あります。

PC への Creo Virtual Proofing System のインストール

PC 用の Prinergy Workshop ソフトウェア をインストールする場合、
Prinergy 2.2 サーバーのアップグレード プロセスにより、ご使用の
プライマリ Prinergy サーバーで PC 用 Virtual Proofing System のイン
ストーラが自動的にコピーされます。

PC 用 Virtual Proofing System は、単独のプログラムとしてインストー
ルできます。
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PC 用 Virtual Proofing System をインストールするには

1. プライマリ Prinergy サーバーで、¥¥<primary_server_name>¥
PrinergyWkspInstall_2.2.1¥PrinergyWorkshopIntel¥Workshop 共有
フォルダに移動し、[VirtualProofingSystemForPCInstaller.exe] をダ
ブルクリックします。
インストール ウィザードが表示されます。

2. 画面の指示に従って、インストールを完了します。

インストール プログラムは、インストール中に別のフォルダを指
定しない限り、[Program Files¥Creo Virtual Proofing System ] フォルダ
にソフトウェアをインストールします。

PC 用 Virtual Proofing System のライセンスは、Prinergy または iMPAct
製品のライセンスに含まれています。PC 用 Virtual Proofing System の
使用に、それ以上のライセンスは必要ありません。

PC 用 Virtual Proofing System では、.vps および .prv ファイルのみが
プレビューされます。
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クライアントから Prinergy 2.2 をアンインストール

この手順は、Windows、Mac OS 9.2、および Mac OS 10.1.3 クライア
ントでは異なります。

Windows を実行しているクライアントから Prinergy 2.2 をアンインス
トールするには

1. Windows の [スタート ] メニューから、[設定 ] > [コントロール パ
ネル ] > [アプリケーションの追加と削除 ] の順に選択します。

[アプリケーションの追加と削除 ] ウィンドウが表示されます。

2. [Prinergy Workshop] を選択し、[削除 ] ボタンをクリックします。

3. アンインストール操作プロンプトに従います。

4. アンインストールが完了したら、[閉じる ] ボタンをクリックし
て、[アプリケーションの追加と削除 ] ウィンドウを閉じます。

Mac OS 9.2 を実行しているクライアントから Prinergy 2.2 をアンインス
トールするには

1. [Prinergy Workshop] フォルダへブラウズして、[Uninstall] フォル
ダをダブルクリックします。

2. [Uninstall Prinergy Workshop] をダブルクリックして、アンイン
ストールを開始します。

3. プロンプトに従います。

Mac OS 10.1.3 を実行しているクライアントから Prinergy 2.2 をアンイ
ンストールするには

1. [Prinergy Workshop] フォルダへブラウズして、[ Prinergy 
Workshop] を CTRL キーを押しながらクリックします。

メニューが表示されます。

2. [パッケージ コンテンツの表示 ] を選択します。

[Prinergy Workshop] フォルダが開きます。

3. [アンインストール ] フォルダをダブルクリックします。

4. [Prinergy Workshop のアンインストール ] をダブルクリックして、
アンインストールを開始します。

5. プロンプトに従います。



    

Adobe Acrobat Adobe の PDF (Portable Document Format) で文書を作成、編集
するためのデスクトップ ソフトウェア。

Adobe Extreme Prinergy の中心技術の一部を提供する、高性能な印刷生産向け
のアーキテクチャ。これには、PDF と Portable Job Ticket Format
(PJTF) に対するサポートが含まれ、通信構造が下層にあります。

Adobe Extreme コンポーネントには、JTP (Job Ticket Processors)
と Extreme Coordinator が含まれています。

Aladdin Systems StuffIt Expander ファイル解凍アプリケーション。

Basic Backup Prinergy のデフォルト バックアップ オプション。[Oracle
Backup Manager] を通して、Prinergy データベースをローカル
ディスクに定期的にバックアップする手段です。システム ド
ライブをバックアップする手段ではありません。

CAU (Client Auto Update) 

ユーティリティ

Prinergy のプライマリ サーバーにアップされる Workshop クラ
イアント ソフトウェアの新しいバージョンを検知し、その
バージョンにアップデートするための、Prinergy Workshop の
クライアント コンピュータ ユーティリティ。

eCentral Creo のオンライン サービス。ユーザー登録すると、ソフトウェ
アをダウンロードしたり、サポートを受けたり、Creo の製品
情報を入手したりすることができます。

InSite 印刷業者の製作ワークフローへの Web ポータルです。InSite に
よって、末端顧客 ( 印刷物の購入者 ) にとってジョブへの信頼
のおける、管理されたアクセスが可能になります。InSite を使
用して、顧客はファイルをアップロードおよびダウンロード
し、リモートでページをプルーフし、注釈をつけ、変更を要
求し、PDF ファイルを承認し、処理の履歴やジョブ ステータ
ス情報を表示できます。

JTP (Job Ticket Processor) Adobe Extreme のジョブ チケットの処理に必要な手順を実行
するソフトウェア。JTP は Prinergy Administrator を使用して設
定できます。

用語集



58 Prinergy アップグレード ガイド

     

Oracle Backup Manager ローカル ディスクに Oracle データベースのバックアップを設
定および計画するために使用するソフトウェア。Prinergy シス
テムに含まれています。

Oracle データベース Prinergy のジョブ情報を保存するデータベース。ファイル属性
およびヒストリー履歴を含むすべての Prinergy ファイル情報
が含まれます。コンテンツは含まれません。

プライマリ サーバーにあり、Prinergy システム 1 つに対して、
1 つだけの Oracle データベースがあります。

PDF (Portable Document Format) ページの LW、画像、およびテキスト （必要なフォントすべて
を含む） を保存するための信頼できるファイル形式。

PPU (Prinergy Patch Utility) Prinergy ソフトウェア アップデートをインストールする時に使
用するコマンド ライン ユーティリティ。インストール済みの
アップデートに関する情報を取得、削除することもできます。

PreCheck.exe Prinergy 2.2 Pre-Installation Requirement Check アプリケーショ
ン (PreCheck.exe) は、アップグレードの実行前に、対処が必要
な競合に関する情報を顧客に警告します。

Prinergy Administrator Prinergy システム管理者のユーザー インターフェイスとなる
ソフトウェア。Prinergy Administrator では、JTP の設定、サー
バーの追加と削除、Prinergy サーバーの起動と停止、システム
の監視が行えます。Prinergy システムの各サーバーで自動的に
インストールされます。一部のタスクは、プライマリ サーバー
の Prinergy Administrator で実行する必要があります。

Prinergy Online Backup [Prinergy Online Backup] オプションは、ディスクおよびメディ
アに Prinergy システムのオンライン バックアップを実行する
手段。つまり、Prinergy の実行中にシステムがバックアップさ
れます。システムを通常どおりに使用でき、ファイルを開い
てもバックアップに影響はありません。このオプションには、
Oracle Backup Manager および Prinergy Backup ソフトウェアが
含まれます。

Prinergy Workshop Prinergy システムのメイン クライアント ソフトウェア。シス
テムのメイン ユーザー インターフェイスで、Prinergy のオペ
レーターがジョブおよびプロセス プランを作成、編集、およ
び破棄できます。Macintosh または Windows 2000 のいずれでも
実行できる Java アプリケーションです。
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Print Console ワークフロー ソフトウェアを出力デバイスに接続する独立型
デバイス管理ソフトウェア。

PUpdate.exe PUpdate.exe アプリケーションは、Prinergy 2.2 にアップグレー
ドし、メジャー アップデートおよびマイナー アップデートを
適用するために使用するソフトウェアです。

アップグレードとアップデートの
違い

アップグレードには料金がかかりますが、アップデートは無
料です。Prinergy ソフトウェア アップグレードは、以下を表す
4 桁の a.b.x.y という形式に従います。

• a はメジャー リリースです

• b はマイナー リリースです

• x はメジャー アップグレードです

• y はマイナー アップデートです

たとえば、2.2.1.0 はマイナー リリースとメジャー アップグ
レードを表します ( メジャー アップグレードでは、y は常に 0
です )。また、2.2.1.1 はマイナー アップデートを表します 
(y の数値は新しいマイナー アップデートがリリースされるた
びに増加します )。

クライアント マシン Prinergy のメイン ユーザー インターフェイスである Prinergy
Workshop を実行しているコンピュータ。Prinergy 2.1 を実行す
るには、クライアント マシンは Creo により認定された
Windows 2000、Macintosh 9.2、または Macintosh 10.1.3 以降でな
ければなりません。

ジョブ 作業を整理するために使用される単位。通常ジョブは、特定
の出版のコンポーネントすべてに対応しますが、そうでない
場合もあります。ジョブを作成すると、Prinergy によってジョ
ブ フォルダと、ジョブを追跡するためのデータベース エント
リが作成されます。

ジョブ チケット Adobe Extreme においては、Prinergy で実行するべき単一また
は複数の処理手順に関連する情報の集合体。これには、作動
する JTP とその順序を指定するマップまたはルートが含まれ
ます。また、処理するファイル、処理オプション、宛先、お
よび面付けプランに関する情報を含むこともできます。
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セカンダリ サーバー Prinergy システム内の、プライマリ サーバーでないサーバー。
つまり、Prinergy サーバー ソフトウェアを実行しており、Oracle
データベースを保存していません。セカンダリ サーバーでは、
分散処理を促進するために複数の JTP を起動できます。
Prinergy システムには、複数のセカンダリ サーバーが含まれる
ことがあります。

バックアップ ディスク クラッシュが発生したときなどの障害を回復する目
的で、ディスクのパーティション、ファイル システム、また
はファイル システムディレクトリ構成の一部の完全なコピー
を保存する操作。

プライマリ サーバー Prinergy システムのメイン サーバー マシン。これには、Oracle
データベースなど、すべての Prinergy Server コンポーネントが
含まれます。プライマリ サーバーは Prinergy Workshop からの
要求を調整し、データベースを維持します。Prinergy システム
には、プライマリ サーバーは 1 台だけあります。

マイナー アップデート a.b.x.y のような 4 桁のバージョン番号で識別される、Prinergy
ソフトウェアのアップデート。a はメジャー ソフトウェア リ
リース、b はマイナー リリース、x はメジャー アップデート、
y はマイナー アップデートの番号です。y の数値は、新しいマ
イナー アップデートがリリースされるたびに増加します。た
とえば、2.0.7.17 と 2.0.7.18 は双方とも Prinergy 2.0.7 のマイナー
アップデートです。

メンテナンス モード Prinergy ソフトウェアを無効なバックアップを作成せずに
アップデートできるシステム モード。メンテナンス モードで
は、ジョブの実行を継続しながら Prinergy バックアップを一時
的に無効にすることができます。メンテナンス モードをオフ
にすると、定期的なバックアップ処理がスケジュールどおり
に実行されます。

レンダー ステーション 出力デバイスに接続されているセカンダリ サーバー。通常は
ジョブや他の種類の JTP の保存に使用されることはありませ
ん。その代わりに、出力用のレンダー ファイルのみに使用で
きます。
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